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CAT6A,CAT6&CAT5E SOLUTIONS

41お問い合わせ◆ TEL 03-6863-6050  FAX 03-6863-6100

SP688成端手順　※詳細は、当社ホームページをご覧ください。

MP588成端手順（WPT-8を使用した場合） ※詳細は、当社ホームページをご覧ください。

①ストレインブーツとカラーをあらかじめケーブ
ルに通しておきます。

②ディバイダーをケーブルの切り口に差し込み
ます。

③ケーブルの撚りを戻してディバイダーの溝に
セットします。

④ロードバーにセットします。 ⑤ロードバーとディバイダーがぴったりくっつく
まで押し込み、ケーブルの余長をカットしま
す。

⑧MPT5-8A工具を
使ってかしめて完了！。

⑥カラーを引き上げ、
ハウジングに押し
込みます。

②色配列が変わらないように注意して、
WPT-8にケーブルをセットします。

③WPT-8から出ている余長を、面に沿って
ニッパーなどで切断します。

④色配列が変わらないように注意して、ケー
ブルをWPT-8から引き抜きます。

⑤ケーブルをプラグに挿入します。プラグのツメ
を下側にして、プラグ内部の溝にケーブルを滑
らせるようにすると、施工しやすくなります。

⑥MPT5-8Aを使って
圧接します。

①ケーブル外皮を35mmほど剥き、各ペアのよ
り戻しを真っ直ぐ伸ばします。そして、T568A
またはT568Bの色配列に従ってケーブルを
並べます。

⑦単線ケーブルの場合は、CSPT工具を使う
と簡単に押し込むことができます。

SP688の小部品は
補充用にご用意できます。
（100個単位）

ブーツ　　：MTPSRBCL-C
カラー　　：MTX6UTPSRC-C
ディバイダ：MTPCD-C
ロードバー：MTX6PLB-C
ハウジング：RTPSA-C

SP688用補充部品


